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1.はじめに

兵庫県南部地震や東北地方太平洋沖地震等の発生時にお
いて、谷や沢を埋めた造成宅地又は傾斜地盤上に腹付けし
た造成宅地では、盛土と地山との境界面における盛土全体
の地すべり的変動（滑動変動）が生ずる等、造成地におけ
るがけ崩れや土砂の流出による災害が発生。

今後想定される南海トラフ巨大地震や内陸直下型地震等
の大規模地震では、多くの大規模盛土造成地において、滑
動変動による被害発生の恐れがあるため、その耐震性を早
急に向上し、被害軽減を図ることが重要で、「大規模盛土
造成地の滑動崩落対策推進ガイドライン 平成27年5月」に
基づき、大規模盛土変動予測調査が実施されている。
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2.大規模盛土造成地変動予測調査の概要

1.5次スクリーニングでは、第1次スクリーニングで抽出された大規模盛
土造成地について、現地踏査、優先度評価を行って、第2次スクリーニング
計画を作成。
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1.5次スクリーニングは令和4年度までにほぼ完了。今後は1.5次スクリーニングで抽
出された大規模盛土造成地に対して、第2次スクリーニングを実施していく段階。
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【大規模盛土造成地のイメージと現地踏査結果に基づく宅地カルテの作成】
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【優先度評価】

第2次スクリーニングの対象とする盛土、経

過観察とする盛土の選定にあたり、学識者経

験者等の意見を伺う場合も多い。

また、簡易な地盤調査を行い、盛土内の地下

水位および硬軟・締り具合等を把握し、優先

度を評価する場合もある。

⇒ランクAを第2次スクリーニングの対象としている場合が多いと考えられる。 7
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【第2次スクリーニングの地盤調査及び安定解析例】
第2次スクリーニングの優先度が高いと評価された盛土については、ボーリング調査、サウンディング、

表面波探査、地下水位観測等を実施し、その結果を用いて安定解析を行って盛土の安全性を評価する。

対策が必要になるかどうかの判断
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・市街化された地域では、旧地形や盛土の範囲が不明瞭。第1次スクリーニングでは旧地形に基づ

いた盛土範囲・区分の設定がなされていない場合もあり、精査が必要。

⇒現地形と旧地形の差分解析等を行い、旧地形の谷の位置、盛土厚さやため池の存在なども把握。

3.業務上の課題、対応事例

・1.5次スクリーニング段階で民有地内への立ち入り調査は困難であり、道路等からの目視観察が

主体。また、優先度評価のための簡易地盤調査は、道路や公園等の官地で実施しなければならな

いことがほとんどで、谷埋め盛土の主測線上での調査が困難。

⇒道路の植栽帯等で簡易地盤調査を実施し、差分解析結果を基に、主測線での盛土厚等を評価。

・地表で湧水等が確認されるケースはまれで、現地踏査で地下水位の評価は容易ではない。

⇒法面の植生、擁壁等のコンクリートの水跡、降雨時(降雨後)の現地踏査、簡易地盤調査孔での

水位測定等により精度向上。

・現地踏査で確認された擁壁や舗装路面のクラック等の変状が盛土の滑動によるものかどうかの

評価が難しい場合がある。舗装がオーバーレイ等で比較的新しい場合、変状を見逃がす危険あり。

⇒盛土の滑動方向、範囲、亀裂の方向、連続性などを確認。また、舗装工事の履歴も確認。
10



・大規模盛土は宅地等の民有地であることが多く、第2次スクリーニング(地質調査等)が必要と判
定された場合でも、速やかに第2次スクリーニングが実施できない場合も多い。
⇒自治体と対応について慎重に協議するが、最終的には各自治体の判断。

・優先度Aの盛土については、第2次スクリーニングに早期に対応が必要な箇所に選定。それ以外の評
価の盛土についての対応が明確に定められていない。
⇒学識経験者の助言を得る。経過観察とし優先度ランク等に応じて観察頻度を設定。

参考）盛土等の安全対策推進ガイドライン(案)

・盛土の滑動以外の要因で発生したと考えられる変状が発見されることもある。
⇒自治体に報告すると共に、変状発生のメカニズムや対応策等について自治体へ提案。
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4.今後の展望（盛土規制法への対応）

盛土等の安全対策推進ガイドライン及び同解説

・大規模盛土調査は、盛土等の安全対策推進ガイドラインの既存盛土に該当。盛土規制法に基づき経過観察

や対策等を実施。現状は各県、自治体による規制区域の指定を行うための基礎調査を実施。

・今後、盛土規制法に基づく既存盛土の分布調査、安全性評価、対策、維持管理等を行っていくと共に、

衛星画像等を活用した違法盛土の遠隔監視や盛土材(廃棄物・汚染土壌)の調査、対策等も重要。
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